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表 2 試験養殖収支 

 収入                     592,000円（＠1,600円×370Kg） 

 支出（概算）                     381,000円 

   種苗費     0円（試験のため無償譲渡。他県事例；0.18円×20万粒＝36,000円） 

   飼料費  187,000円（配合飼料 800Kg分。その他、無償の米糠を約 180Kg） 

   電気料   72,000円（養魚池の揚水ポンプ 6ヶ月分） 

   資材等  122,000円（取揚・蓄用の網類 120千円，ミジンコ培養用鶏糞 2千円） 

        収益 211,000円 

  

魚魚魚魚にににに優優優優しいしいしいしい取水堰取水堰取水堰取水堰    （（（（概要概要概要概要））））    

大浜秀規 

目的目的目的目的
 堰堤は魚類の移動に影響を与えるため、堰堤のスリット化などの改善策が提案されている。しかし、取水堰堤

についてはスリット化が困難とされてきた。そこで、農業用取水施設の設置状況と魚類の遡上可否に関し調査を

行い、魚類にとって好ましい取水方法について検討を行った。



結果結果結果結果のののの概要概要概要概要
 農業用取水施設として山梨県の波木井川 箇所，常葉川 箇所，芦川 箇所，亀沢川 箇所，塩川 箇所の

計 箇所を調査した．

 堰堤のある取水でも，堰の上流に斜め堰を設置している場合が あった．取水施設別の遡上可能率は，堰堤

がない場合 ，堰堤に魚道がある場合 ，堰堤に魚道がない場合 であった．また，施設の構造物別の遡

上可能率は斜め堰が ，魚道が ，堰堤が であった．堰堤の遡上制限要因は落差の が一番高かった．

堰堤への魚道設置率は であったが，魚道機能の低下が，全ての魚道で認められた．種 尾の魚類が施設

周辺で採捕され，農業用取水施設周辺で魚類の生息していることが確認された．

 堰堤だけで安定的に取水するのは難しく，斜め堰が多くの取水に設置されていた．斜め堰と堤外水路による取

水は，流路の維持等管理の手間はかかると思われるが，取水位置が適切ならば，安定的に取水でき魚類の遡上を

妨げず環境を改変しない取水方法と考えられた．

 

 なお，本調査の詳細については応用生態工学会誌へ現在投稿中である。




図  斜め堰による取水。手前が下流。左岸水路で

取水するため斜め堰で水を導いている。









 

表1　構造物別の遡上可能率（％）
構造物　 遡上可能率(％)
堰堤 
魚道　 
斜め堰 


